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平成２３年第４回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第４号（平成２３年１２月１５日）
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◎議事日程

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第72号 平成２３年度三沢市一

般会計補正予算（第４号）

第２ 議案第73号 平成２３年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第１号）

第３ 議案第74号 平成２３年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）

第４ 議案第75号 平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第５ 議案第76号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第６ 議案第77号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第２

号）

第７ 議案第78号 平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

第８ 議案第79号 平成２３年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）

第９ 議案第80号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

─────────────────

日程第１から日程第９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第10 議案第81号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第11 議案第82号 三沢市乳幼児医療費給

付条例の一部を改正する条例の

制定について

第12 議案第83号 三沢市職業能力開発校

設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第13 議案第84号 三沢市水道事業給水条

例の一部を改正する条例の制定

について

第14 議案第85号 農産物加工施設設置事

業建築工事請負契約の締結につ

いて

第15 議案第86号 農産物加工施設設置事

業電気設備工事請負契約の締結

について

第16 議案第87号 農産物加工施設設置事

業機械設備工事請負契約の締結

について

第17 議案第88号 農産物加工施設設置事

業厨房設備工事請負契約の締結

について

第18 議案第89号 公の施設の指定管理者

の指定について（三沢市立中央

保育所）

第19 議案第90号 青森県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体数

の増加及び青森県市町村総合事

務組合規約の変更について

第20 議案第91号 町の区域の変更につい
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て

第21 議案第92号 市道の路線の廃止につ

いて

第22 議案第93号 市道の路線の認定につ

いて

第23 議案第94号 三沢市食肉処理セン

ター大規模改修事業排水処理施

設工事請負契約の締結について

第24 議案第95号 財産の取得について

─────────────────

日程第１０から日程第２４までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第25 議案第96号 三沢市教育委員会委員

の任命につき同意を求めること

について

─────────────────

日程第２５の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第26 議案第97号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第２６の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第27 議員提出議案第７号 三沢市議会議

員の議員報酬及び費用弁償に関

する一部を改正する条例の制定

について

─────────────────

日程第２７の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

４．採 決

─────────────────

第28 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第29 中心市街地活性化対策特別委員会中

間報告

─────────────────

第30 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第72号 平成２３年度三沢市一
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民健康保険特別会計補正予算

（第１号）

第３ 議案第74号 平成２３年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）

第４ 議案第75号 平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第５ 議案第76号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第６ 議案第77号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第２

号）

第７ 議案第78号 平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

第８ 議案第79号 平成２３年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）

第９ 議案第80号 平成２３年度三沢市立
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三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

─────────────────

日程第１から日程第９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第10 議案第81号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第11 議案第82号 三沢市乳幼児医療費給

付条例の一部を改正する条例の

制定について

第12 議案第83号 三沢市職業能力開発校

設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第13 議案第84号 三沢市水道事業給水条

例の一部を改正する条例の制定

について

第14 議案第85号 農産物加工施設設置事

業建築工事請負契約の締結につ

いて

第15 議案第86号 農産物加工施設設置事

業電気設備工事請負契約の締結

について

第16 議案第87号 農産物加工施設設置事

業機械設備工事請負契約の締結

について

第17 議案第88号 農産物加工施設設置事

業厨房設備工事請負契約の締結

について

第18 議案第89号 公の施設の指定管理者

の指定について（三沢市立中央

保育所）

第19 議案第90号 青森県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体数

の増加及び青森県市町村総合事

務組合規約の変更について

第20 議案第91号 町の区域の変更につい

て

第21 議案第92号 市道の路線の廃止につ

いて

第22 議案第93号 市道の路線の認定につ

いて

第23 議案第94号 三沢市食肉処理セン

ター大規模改修事業排水処理施

設工事請負契約の締結について

第24 議案第95号 財産の取得について

─────────────────

日程第１０から日程第２４までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第25 議案第96号 三沢市教育委員会委員

の任命につき同意を求めること

について

─────────────────

日程第２５の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第26 議案第97号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第２６の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第27 議員提出議案第７号 三沢市議会議

員の議員報酬及び費用弁償に関
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する一部を改正する条例の制定

について

─────────────────

日程第２７の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

４．採 決

─────────────────

第28 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第29 中心市街地活性化対策特別委員会中

間報告

─────────────────

第30 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

◎出席議員（２０名）

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １５番 小比類巻 雅 彦 君
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２０番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 米 田 光一郎 君
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建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 宮 古 健 一 君

政 策 推 進 監 中 村 健 一 君

政策財政部参事
山 本 文 彦 君

兼政策調整課長

財 政 課 長 山 本 紀 雄 君

総 務 課 長 平 出 修 一 君

秘 書 課 長 繋 範 雄 君

管 財 課 長 尾 崎 正 光 君

税 務 課 長 小比類巻 雄 一 君

国保年金課長 小 泉 富 男 君

家庭福祉課長 大 沢 武 彦 君

水道事業課長 佐 藤 隆 君

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

三沢病院事務局
小笠原 雅 義 君

理事兼管理課長

消 防 長 月 館 孝 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 今 村 哲 也 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 佐々木 卓 也 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 大 塚 英 知 君

主 査 山 本 聡 君

主 査 鳴 海 拓 君
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午前１０時３５分 開議

○議長（馬場騎一君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第７２号から

日程第９ 議案第８０号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１ 議案第７

２号から日程第９ 議案第８０号までの計９

件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第７２号から議案第８０号までの９議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第７２号平成２３年度三沢市

一般会計補正予算（第４号）、可決、議案第

７３号平成２３年度三沢市国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）、可決、議案第７４

号平成２３年度三沢市土地区画整理事業特別

会計補正予算（第２号）、可決、議案第７５

号平成２３年度三沢市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号）、可決、議案第７６

号平成２３年度三沢市下水道事業特別会計補

正予算（第２号）、可決、議案第７７号平成

２３年度三沢市介護保険特別会計補正予算

（第２号）、可決、議案第７８号平成２３年

度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）、可決、議案第７９号平成２３年

度三沢市水道事業会計補正予算（第２号）、

可決、議案第８０号平成２３年度三沢市立三

沢病院事業会計補正予算（第２号）、可決と

それぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第８１号から

日程第２４ 議案第９５号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１０ 議案第

８１号から日程第２４ 議案第９５号までの

計１５件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行います。

なお、質疑の通告がありますので、発言を

許します。

６番。

○６番（鈴木重正君） ただいまの条例等審

査特別委員会の審査報告のうち、議案第８１

号三沢市特別職の職員の給料等に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてに関し

て、舩見委員長にお伺いいたします。

本議案は、不適切な事務手続による下水道

使用料の賦課漏れ等の責任をとる形で、市長

及び副市長の給料月額を来年１月から３月ま

での３カ月にわたり、それぞれ１０％減ずる

ため執行部より提案されたものであります。

先ほどの委員長報告では、当該委員会にお

いて、可決すべきものと決した旨御報告がご

ざいましたが、この議案の審議過程において

どのような質疑応答がなされたのか、お伺い

いたします。

○議長（馬場騎一君） ただいまの質疑に対

する答弁を願います。

１６番。

○１６番（舩見亮悦君） 鈴木議員にお答え

いたします。

お尋ねの議案第８１号の審議過程において

は、山本弥一委員お１人からの質疑がござい
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ました。

その内容ですが、まず、この市長、副市長

の給料を減額することにより、下水道使用料

の賦課漏れという大きな不祥事の責任をとる

というが、時効による部分、６００万円以上

のお金が既に徴収できない状態にあり、この

たびの市長、副市長の給料の減額では到底こ

れを補えるものではなく、この責任はどうと

るつもりなのかという質疑がありました。

これに対し執行部からは、この給料の減額

は、市に与えた損失を市長、副市長の給料の

減額をもって補てんするという意味合いのも

のではなく、不適切な事務手続に対する責任

を市長、副市長が給料月額を減ずる形でこれ

を示すものである。

また、その他の職員については、その内容

に応じてそれぞれに処分を行ったものである

との答弁がありました。

続いて、山本委員からは、その事務に当

たった当事者の処分に関しては、訓告だとか

厳重注意等がなされただけで、お金の責任は

１円も果たされていない。このような処分

は、だれが何に基づき行ったのか。

また、最近、これ以外にも職員による不祥

事が続いているが、処分の最も重要な目的

は、再発を防止することにあり、そのために

ももっと市民の目線に立った処分を行うべき

であり、だとすれば、この処分の重さは、こ

れで適正なのかとの質疑がなされ、これに対

し執行部からは、職員への処分は、副市長を

委員長とする懲戒審査委員会が、三沢市でこ

れまでの行われてきた処分の例、あるいは類

似の事件があった市町村の取り扱い等も総合

的に判断し、処分の内容を決定したものであ

ると答弁がありました。

また、当該事件が発覚してから公表までに

１年３カ月以上も要したわけだが、もっと調

査にスピード化を図る必要があったのではと

いう質疑があり、これに対しては、調査に

は、排水設備の専門的知識が必要であること

から、下水道課職員がその調査に当たったわ

けだが、調査期間がこのように長期に及んだ

結果を改めて考えれば、調査のためのプロ

ジェクトチームをつくって、これに当たるこ

とも一つの方法ではなかったかという反省点

があるとの答弁がありました。

当該議案に対する主な質疑及び答弁の内容

については、以上のとおりであります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、質疑を終結

します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第８１号から議案第９５号までの１５

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第８１号三沢市特別職の職員

の給料等に関する条例等の一部を改正する条

例の制定について、可決、議案第８２号三沢

市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条

例の制定について、可決、議案第８３号三沢

市職業能力開発校設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第８４号三沢市水道事業給水条例の

一部を改正する条例の制定について、可決、

議案第８５号農産物加工施設設置事業建築工

事請負契約の締結について、可決、議案第８

６号農産物加工施設設置事業電気設備工事請

負契約の締結について、可決、議案第８７号

農産物加工施設設置事業機械設備工事請負契

約の締結について、可決、議案第８８号農産

物加工施設設置事業厨房設備工事請負契約の

締結について、可決、議案第８９号公の施設

の指定管理者の指定について（三沢市立中央

保育所）、可決、議案第９０号青森県市町村

総合事務組合を組織する地方公共団体数の増

加及び青森県市町村総合事務組合規約の変更

について、可決、議案第９１号町の区域の変

更について、可決、議案第９２号市道の路線

の廃止について、可決、議案第９３号市道の

路線の認定について、可決、議案第９４号三
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理施設工事請負契約の締結について、可決、

議案第９５号財産の取得について、可決とそ

れぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第２５ 議案第９６号

○議長（馬場騎一君） 日程第２５ 議案題

９６号三沢市教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

議案第９６号について御説明申し上げま

す。

議案第９６号は、三沢市教育委員会委員の

任命につき議会の同意を求めるものでありま

す。

平成２３年１２月２６日をもって、宮野楠

見氏の三沢市教育委員会委員としての任期が

満了することから、引き続き宮野氏を任命す

るため提案するものであります。

提案申し上げました宮野氏は、人格、識見

ともにすぐれた方であり、本人の略歴につき

ましても議案書に記載いたしておりますの

で、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（馬場騎一君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により質疑・討論を省略し、直ちに

採決したいと思います。これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第９６号については、これに同意する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第９６号三沢市教育委員会委

員の任命につき同意を求めることについて

は、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２６ 議案第９７号

○議長（馬場騎一君） 日程第２６ 議案第

９７号人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第９７号につい

て御説明申し上げます。

議案第９７号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。

人権擁護委員の候補者として、新たに髙橋

裕淸氏を推薦するため提案するものでありま

す。

提案申し上げました髙橋氏は、人格、識見

ともにすぐれた方であり、本人の略歴につき

ましても議案書に記載しておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し



― 84 ―

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により質疑・討論を省略し、直ちに

採決したいと思います。これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第９７号については、これに同意する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第９７号人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることについては、

これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２７ 議員提出議案第７号

○議長（馬場騎一君） 日程第２７ 議員提

出議案第７号三沢市議会議員の議員報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

１２番野坂篤司議員の登壇を願います。

○１２番（野坂篤司君） みさわ未来の野坂

篤司が、議員提出議案第７号三沢市議会議員

の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例の制定について、提案理由の

説明を行います。

現在、三沢市議会では、本会議や常任委員

会並びに特別委員会等に出席した議員に日当

３,０００円、さらに車賃としてバス代の実

費が支給されており、年間の経費は、平成２

２年度決算を見ますと１９０万７,０８０円

になっています。そのうち１７４万３,００

０円が日当なのであります。しかも、支給さ

れた費用については、申告する義務を負いま

せん。

議員には月額３５万７,０００円の報酬が

支給されております。その報酬が支給されて

いるにもかかわらず、会議に出席するたびに

３,０００円の日当が支給されていること

は、一般市民の感覚からすれば、疑問を感じ

ざるを得ないことであります。

一般社会で、役員報酬を支給されている役

員が会社に勤務するたびに日当をもらう役員

がいるでしょうか。

２０１１年２月２４日、日経グローカルか

ら編集発行された著書、地方議会改革の実像

の本の中にこのように書かれています。費用

弁償５割近くが支給せず、全国の調査では、

議員が本会議や委員会に出席するたびに支給

される費用弁償の支給方法を尋ねたところ、

支給していないが７９８市・区、いわゆる市

役所と区役所が管轄しているところです。７

９８の市・区の中に３８０市・区、４７.６

％が支給しないとなっております。

１９９０年代末ごろから支給を取りやめる

議会がふえはじめ、自治体財政が厳しくなっ

たことも背景となって、２０００年代に廃止

が急増したと書いています。

費用弁償は、地方自治法第２０３条で、地

方公共団体の非常勤職員が職務上要した費用

に対しての弁償を行うことができると規定さ

れていますので、支給に関しては問題はあり

ませんが、その昔、議員が無報酬で働いてい

たころの名残と考えている学識者も少なくあ

りません。

したがって、時代性に合わなくなっている

のであります。

以上のことから、議会改革、さらに、行財

政改革の考え方として、費用弁償のうち、議

員報酬の二重払いと称される日当を廃止する

ため、三沢市議会議員の議員報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定

を提案するものであります。

議員各位の御賛同をよろしくお願い申し上

げます。

○議長（馬場騎一君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第７号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議ありますの

で、起立により採決します。

議員提出議案第７号は、原案のとおり決す

ることに賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（馬場騎一君） 起立少数です。

よって、議員提出議案第７号三沢市議会議

員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定については、否決と

決しました。

─────────────────

◎日程第２８ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（馬場騎一君） 日程第２８ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

１４番。

○１４番（小比類巻正規君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会は、去る１０月３日会議を開催

し、さきに国に対して行った三沢基地周辺対

策に関する要望についての今後の進め方につ

いて協議をいたしました。

その結果、国の来年度予算の編成作業の中

で検討していただくためにも、項目を絞って

再度要望行動を実施すべきという結論に至

り、さきに要望した９項目のうち、防衛省関

係５項目、総務省関係１項目について、政

府・与党及び各関係省庁等に要望することと

したところであります。

なお、これらの要望は、１０月１３日及び

１４日の２日間にわたって、執行部及び副議

長、そして、本委員会に所属する全委員で

もって実施したところでありますが、具体的

な要望項目及びこれらに対する国の回答は、

防衛省関係では、１点目の三沢飛行場第二滑

走路の早期着工と航空機産業等の企業集積に

ついては、現状において、第二滑走路の建設

は、飛行回数の調査の結果を勘案すれば、早

期着工は困難であるが、運用の大幅な変更が

生ずる場合には、再度検討すべきものと考え

ている。

また、直ちに着工につながるものではない

が、第二滑走路設置、運用する際に支障とな

りそうな基地内の建物の調査を実施すること

としていて、その情報収集の一環として、写

真測量をすることとしているとのことであり

ました。

次に、２点目として、地域の実情に合った

移転補償対象区域の見直しについて要望いた

しましたが、三沢飛行場については、米軍再

編に係る訓練移転の実施状況を考慮しつつ対

処していきたいと考えているが、要望の区域

はいずれも第２種地域以外であり、法律上、

移転補償は困難な状況であるが、地元の事情

や御意見を拝聴しながら検討していきたいと

のことでありました。

次に、３点目として、９条交付金の増額に

ついてを要望いたしましたが、これに対して

は、厳しい歳出状況下ではあるが、所要額確

保に努めていきたい。

また、ことし４月から制度を改正して、

ハード、ソフトに使える制度を設けたので、

こういった制度を活用いただき、不便等をな

くしていただければと考えているとのことで

ありました。

４点目の(仮称)三沢国際交流スポーツセン

ターの建設について要望いたしましたが、東

日本大震災の復興財源の問題もあり、非常に

財政事情が厳しい状況ではあるが、できる限

り要望に沿うように努力していきたいとのこ

とでありました。

５点目の地域振興に対する支援について
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は、工事等の市内業者への優先発注という点

においては、地元に根差した企業の力を最大

限に活用するため、金額の要件はあるが、工

事参加要件を従来の東北６県から県単位にす

るという措置を講じているほか、三沢市にお

ける建築土木一式工事の総合評価方式の簡易

型、標準型が適用されるものの、一部につい

て、地域評価型を積極的に採用しており、一

定の結果が出ている状況にある。

また、基地従業員の雇用については、その

必要性は米軍が判断するものであるが、地元

出身者の優先的な採用ということについて、

強い要望があることを米軍側にきちんと伝え

ていきたい。

さらに、三沢市からの要望も踏まえて、三

沢市民への求人情報の周知が行えるようにポ

スターを作成したところであり、これらに

よって、広く市民の方に周知していただい

て、その結果、応募がふえることにより採用

がふえることを期待しているとのことであり

ました。

なお、総務省所管の国有提供施設等所在市

町村助成交付金及び施設等所在市町村調整交

付金の改善については、今年度の通知や交付

は例年より若干おくれる見込みであり、国有

財産台帳を見ると、全国的に下げ幅が大き

く、三沢市もそのような傾向にあるが、でき

る限り調整はするが、無理な補正はできない

ので、御理解をいただきたいとのことであり

ました。

今回の要望行動では、民主党、防衛省及び

総務省のほか、東北防衛局及び県選出国会議

員に対しましても要望書を提出してまいりま

したが、昨今の国の財政情勢の厳しさは理解

するものの、本委員会は、基地が所在する自

治体に暮らす市民の生活を守るため、それぞ

れの課題の早期実現に向け、今後とも活動し

てまいりたいと考えています。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第２９ 中心市街地活性化対

策特別委員会中間報

告

○議長（馬場騎一君） 日程第２９ 中心市

街地活性化対策特別委員会中間報告を議題と

します。

１６番。

○１６番（舩見亮悦君） 中心市街地活性化

対策特別委員会における審査状況について、

会議規則第４５条第２項の規定に基づき、中

間報告をいたします。

本委員会は、１２月７日に開催され、中心

市街地活性化基本計画の進捗状況について調

査いたしました。

執行部からの説明では、はじめに、一方通

行解除に向けた取り組みについて説明があ

り、今年度は、庁内検討会議や三沢警察署、

上北地域県民局道路整備課との事務打ち合わ

せ等を実施し、意見集約やさまざまな検討を

行ってきたとのことであり、平成２４年度に

は、交通政策専門家や商店街、市民、行政機

関等で組織する協議会を設置して、その中

で、道路状況や交通量、消費ニーズの各種調

査を実施し、総合的な提案ができるように取

り組む予定であるとのことでした。

また、１０月１５日に名称変更したスカイ

プラザ三沢について、リニューアルオープン

後には、全店舗において、集客数や売り上げ

は上昇し、成果を上げているとのことであ

り、また、アメリカ広場を試験的に臨時駐車
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場として活用し、利用状況等の調査も実施し

ているとのことでありました。

委員からは、商店街のイベントへのかかわ

りや、リーダー的な人はいるのか等、行政主

導で行うのではなく、商店街主導で活性化に

取り組むべきではとの意見が出されました。

これに対し執行部からは、商店街の中で

は、リーダー的存在は明確になっておらず、

今後、国の地域雇用対策の中の地域雇用創造

推進事業等を活用しながら、人材育成に重点

を置いて取り組んでいくとのことで、イベン

トのかかわりについても、今後は、商店街の

主たる方々に集まってもらい、長期イベント

の開催を話し合い、商店街全体を巻き込ん

で、意識の啓発等に努めていくとのことであ

りました。

その他、スカイプラザ三沢のテナント誘致

について進捗が見られないことに対し、委員

からは、当初の計画のテナント数と大きな違

いがあり、民間なら死活問題である。

また、国際色というネーミングだけで、個

性も全く感じられない。これは非常事態では

ないのか等の厳しい意見もあり、執行部にお

いても最大の課題と認識して、テナント募集

には全力で取り組んでいくとのことでありま

した。

この中心市街地活性化は、当市に限らず、

多くの自治体においても大変苦慮している問

題であります。

当委員会といたしましても、今後も中心市

街地活性化基本計画を推進すべく、当初の目

的、計画が達成されるよう、さまざまな調

査・研究、助言を行ってまいりたいと考えて

おりますので、引き続き閉会中の継続審査と

することを申し添えまして、当委員会の中間

報告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認め、

よって、中心市街地活性化対策特別委員会に

ついては、引き続き閉会中の継続審査としま

す。

─────────────────

◎日程第３０ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（馬場騎一君） 日程第３０ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１２番。

○１２番（野坂篤司君） 産業建設常任委員

会所管事務調査報告をさせていただきます。

先般、９月２１日と１０月１１日、１２月

７日に行いました産業建設常任委員会の所管

事務調査について、その概要報告を申し上げ

ます。

まずはじめに、上下水道部の所管する事務

事業で、下水道使用料の賦課漏れ等に関し、

その内容と今後の対策について、１０月１１

日、調査いたしました。

執行部の説明によりますと、昨年６月、下

水道使用者からの問い合わせを受け、調査し

たところ、賦課漏れであることが判明したこ

とから、下水道が供用開始された平成７年度

から平成２３年度までの１７年間における

６,６０１件すべてを調査したところ、１２

５件、総額１,３９２万９,９８５円の賦課漏

れ等が判明したとのことでありました。

執行部では、今回の事態を重く受けとめ、

管理監督者を含め、担当職員の処分を実施す

るとともに、料金徴収事務に係る教育の徹底

と再発防止策を講じ、一層の事務の適正化に

努め、市民の信頼を回復できるよう、市全体

を挙げて取り組んでいくとのことでありまし

た。

この件は、市民の信頼を大きく失墜させる

問題であり、二度とあってはならないことで

あります。執行部におかれましては、下水道

使用料徴収事務のみならず、全庁的に事務の
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見直しをし、再発防止に努め、市民の信頼回

復に全力で取り組んでいただきますようお願

い申し上げます。

続きまして、経済部の所管に関する事務事

業を調査いたしました。

まずはじめに、本年３月に発生いたしまし

た東日本大震災により被害を受けました当市

漁港施設の復旧状況について、９月２１日、

調査いたしました。

この件については、現地視察を行い、執行

部より、漁船漁具の被害状況と復旧支援対

策、そして、三沢漁港施設の災害復旧の見込

みについて説明を受けたところであります。

執行部の説明では、漁船の被害状況は７９

そう、３億４,７００万円で、漁網・漁具等

の被害については１１８そう、７億６,５０

０万円とのことでありました。

また、被害を受けた施設については、市所

有の製氷貯氷施設や荷さばき施設をはじめ、

漁協、県、２生産組合の所有施設、合わせて

４０施設、金額で３４億２,０００万円の被

害となり、そのうち市所有施設については１

２施設、約１１億７００万円の被害のうち、

今年度末までに１０施設が復旧される予定と

のことでありました。

また、漁協所有施設については２５施設、

約４億３,２００万円の被害のうち、今年度

末までに２０施設が復旧される予定とのこと

でありました。

委員からは、漁船保険では対応できない、

漁業者の命とも言える漁網などに、市から何

らかの支援をしたらどうかとの意見が出さ

れ、執行部に検討していただくよう要望した

ところであります。

次に、三沢市食肉処理センター大規模改修

事業並びに細谷工業団地の企業集積の現状と

今後の見通しについて、１２月７日、調査い

たしました。

執行部の説明によりますと、当センター、

豚処理肉の全量を買い取りしているスターゼ

ンミートプロセッサー株式会社が、豚加工処

理部門を三沢工場に集約する計画であること

から、この計画に対応すべく、処理棟の増改

築、管理棟や排水施設の新設など、平成２６

年７月の竣工を目指し、事業費約３５億円で

実施し、豚肉処理能力を約１.８倍にすると

ともに、衛生管理の高度化を図っていくとの

ことでありました。

続いて、当センターの所在する細谷工業団

地の企業集積の現状と今後の見通しについ

て、特に、雇用問題について執行部より説明

があり、現在、４社が立地し、多くの雇用を

創出しているが、市外からの通勤者が約４割

を占めている現状であるとのことでありまし

た。

今後については、三沢市食肉処理センター

大規模改修のほか、プライフーズ株式会社の

新工場が来年夏から稼働となることも加わ

り、細谷工業団地内で約４００名の雇用創出

が見込まれるとのことでありました。

この件については、当市の産業の活性化、

そして、当市が抱える課題の一つでもある雇

用創出について、大いに期待できるものであ

り、委員から、新規も含めた雇用対策につい

て、企業に対して、三沢市民の採用を積極的

に促すなど、しっかりと対応していただきた

いとの要望がありました。

最後になりますが、今回調査いたしました

漁港及び三沢市食肉処理センターをはじめと

する細谷工業団地は、当市の第１次産業にお

ける大変重要な施設であります。

委員会としましては、今後におきまして、

その動向を注視、必要に応じて調査・研究、

助言をしてまいりたいと考えております。

以上をもちまして、産業建設常任委員会の

所管事務調査報告とさせていただきます。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本定例会に

付議された事件はすべて議了いたしました。
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─────────────────

◎市長あいさつ

○議長（馬場騎一君） ここで、特に市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２３年三沢市議

会第４回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言ごあいさつ申し上げま

す。

今定例会は、去る１２月５日開会され、本

日まで１１日間にわたり、平成２３年度三沢

市一般会計補正予算及び特別会計等の補正予

算をはじめ、行政運営上必要な条例の制定等

２６の議案について慎重なる御審議を賜り、

それぞれ原案どおり御議決、同意を賜りまし

た。まことに感謝にたえないところでありま

す。

議決を賜りました議案の執行に当たりまし

ては、御審議の過程におきまして、議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分に尊

重し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注

してまいりますので、何とぞ一層の御支援、

御協力をお願い申し上げます。

さて、ことしも残すところあとわずかとな

り、特に緊急な案件のない限り、本定例会が

おさめの議会になろうかと思います。

議員各位におかれましては、年の瀬が押し

迫り、何かと御多忙のこととは存じますが、

御自愛の上、よい新年をお迎えくださいます

よう御祈念申し上げまして、閉会に当たって

のあいさつといたします。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） これをもって、平成

２３年三沢市議会第４回定例会を閉会しま

す。

午前１１時２２分 閉会
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